
ばた足泳ぎ かえる足泳ぎ

面かぶりクロール

面かぶりクロールの場バタ足でビート板おしずもう

面かぶりの平泳ぎ

面かぶりの平泳ぎの場

 

解説Ｐ.16・17・50

楽しみながら動きが身に付くように運動の場を工夫する

動きのポイントがイメージできるように言葉がけを工夫する

　児童が泳ぐ運動を楽しむための場を工夫したり，ビード板などの用具を使ったりして，動きが身に付きやすいように工夫す
ることが大切です。また，自分の課題に合わせて場を選ぶことができるようにします。

　「泳ぐ」運動では，高学年のクロールや平泳ぎの基礎となる，バタ足やかえる足，呼吸法を学習します。児童がどのように体を
動かせばいいか，動きのポイントが具体的に分かりやすくイメージできる言葉がけを工夫することが大切です。

泳ぐ運動
泳ぐ運動では

具体的な指導内容

条件を変えて
工夫してみよう

プールの外で
ばた足

太ももをつかって，

足首をのばすように

ける。

ばた足

伏し浮きをする。

手の動きに合わせる。

●呼吸の練習の仕方（「のびて→パッ」の練習）
「ウーン・パッ」のリズムになれる。 水中で歩きながら「ウーン・パッ」

●呼吸の練習の仕方（「ウーン・パッ」の練習）
友達にささえてもらう。 浮き具を使う。

足のうらで水をおすようにする。

手で水をかく。 足を引きよせる。 キックしてから伸びる。

ヘルパー ビート板 プールの中での足けり

親指が触れ合う

ようにける。

もものつけ根から動かす。

解説に例示として示されている運動（抜粋）

　補助具を使ってクロールや平泳ぎの手足の動きや呼吸の方法を練習します。また，呼吸をしながらの初

歩的な泳ぎもします。この場合の「呼吸をしながらの初歩的な泳ぎ」とは，呼吸をしながらのばた足やかえ

る足泳ぎなど，クロールや平泳ぎなどにつながる泳ぎのことです。このような泳ぎにしっかり取り組むこ

とで水泳にスムーズにつながります。

（例）

指導の充実のために

授業づくりの留意点

友達と励まし合いながら，お
互いに泳ぎを確認し合って
楽しめるようにします。

自分の課題に合わせてコー
スを選んで練習しましょう。

かえる足は足をおしりに引
き付け足の裏でしっかり水
をつかまえて，水をはさむよ
うにしましょう。蹴った後は
しっかりと伸びるようにしま
しょう。

バタ足は膝を曲げ
ず，ももの付け根か
ら，うちわで仰ぐよ
うに動かします。こ
のときに，足の親指
が触れ合うようにし
よう。

 
平泳ぎのキックがうまくできるよ
うに○○のコースを選んで取り組
みました。

バタ足のときにしっかりとももの
付け根から大きくキックすること
ができました。

友達に面かぶりクロールで，何メー
トル泳げたか見てもらいました。自
分の最高記録なので
やる気が出ました。

児童のこんな姿を目指します

自分ができる泳ぎ方で，グ
ループ対抗のリレーをして
楽しむことができます。

ウーン。
ウーン。 パッ。

パッ。 パッ。

空を見るように。
のびて。

空を見えるように，
体全体をひねるよ。
くるり!
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がんばって，進
んでいるね。

歩きながらゆっくりね。

顔を上げた時は，パッと息を
吐きましょう。

足の裏で水を
けるように。

うでを大きく
回そう。

しっかり伸び
て。

負けずに
がんばれ。

力いっぱいば
た足をしよう。

力いっぱ
いばた足
をしよう。

面かぶりで，プール
の横のはばの長さ
を泳げるかな？

２人とも
キックが
すごいぞ。

おされ
ちゃう。 足がよく伸び

ているよ。

顔をしっかり
上げよう。

●グループ対抗リレー
足全体でキック
しましょう。

すごく進めるよ
うになったね。

キックが
すごいぞ。

ここまで息つぎ
なしできたわ。

最後までしっかり
けりましょう。

手のかきが上手
になったね。

ぼくも平泳ぎを
やってみよう。
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